第２回　若手研究シンポジウム開催のお知らせ・参加者募集

セルプロセッシング計測評価研究部会の皆様

この度、7月4日に本研究部会主催の、下記のシンポジウムの開催を予定しております。
日本生物会若手夏のセミナー（7月3日-4日）とジョイントをさせていただき、

同会場で、終了後に開催されます。
本シンポジウムは、研究部会に関連する皆様のご研究において

大きな貢献をされていると思われる博士課程、および、ポスドク研究者の研究を奨励し、表彰の機会を設ける
ことで、研究部会の活性化と、生物工学会を牽引する若手研究者の自覚と育成を、目指すものであります。

シンポジウム内容としては、若手の研究発表が中心となってしまいますが、

本会を通じて、次世代を担う若い世代の研究者のアクティビティーを知っていただき、
表彰を通じて発表する若手研究者に本研究部会や生物工学会に、
愛着と帰属意識を強く持ってもらうことで、研究部会にご所属の

多くの研究室の発展にも貢献できると考えております。

是非とも、次ページの参加申し込み方法をご参照の上、

ご参加頂けますようお願い申し上げます。

また、本シンポジウムでのご発表をいただく方々は、

研究部会より「日本生物工学会セルプロセッシング計測評価研究部会　
Young Researcher’s Award（和名：若手研究奨励賞)」の選考対象とさせて頂きます。

このため、ご研究室に該当されるようなドクターまたはポスドクの方がご在籍の場合には、

応募要項をご参照の上、奮ってご応募をご検討いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

皆様の暖かいご支援を賜れますようお願い申し上げます。

オーガナイザー　伊野浩介（東北大学）、清水一憲（京都大学）、加藤竜司（名古屋大学）

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

タイトル：　「第２回　若手研究シンポジウム　次世代を担う生物工学技術」

日時：　2010年7月4日（日曜日）　[若手会夏のセミナー終了後]

13時00分～16時30分
場所：　倉敷シーサイドホテル 206会議室（２F） 
目的：
生物工学（セルプロセッシング計測評価分野）における

若手研究者（ドクター、ポスドク）の研究奨励および表彰

プログラム：

12：00-13：00
昼食 （会場食堂にて）

13：00-13：10
Opening Remarks＋研究部会およびシンポジウム主旨紹介

13：10-14：25
研究発表（ポスドク）　　5名　　発表8分、質疑7分

14：25-14：35
休憩
14：35-15：50
研究発表（博士課程）　5名　　発表8分、質疑7分

15：50-16：20
優秀研究発表に対する表彰　（ポスドク　1名、博士課程　1名） 写真撮影
16：20-16：30
Closing Remarks

オーガナイザー：　伊野浩介（東北大学）、清水一憲（京都大学）、加藤竜司（名古屋大学）
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
	参加申し込み方法

	申し込み締切
	2010年6月18日(金曜日)　17時まで

	応募方法
	下記の記載要件を申し込み先E-mailにご送付下さい。

ご氏名、ご所属、ご連絡先（E-mail, Tel）

	申し込み先
	京都大学大学院 薬学研究科 清水一憲
kshimizu@pharm.kyoto-u.ac.jp Kazunori Shimizu, Kyoto University, 


	「日本生物工学会セルプロセッシング計測評価研究部会
Young Researcher’s Award（和名：若手研究奨励賞)」　応募要項

	応募締切
	2010年6月16日(水曜日)　17時まで

	応募資格
	2009年11月1日現在満35歳未満
博士課程（後期）在籍者、または、ポスドク研究者として雇用形態にある者で、セルプロセッシング計測評価研究部会員の直接推薦、または、セルプロセッシング計測評価研究部会員が紹介を行う者が推薦する者。

	対象研究
	セルプロセッシング計測評価技術に関連するもの

研究分野の概要：生物工学分野
（遺伝子工学、タンパク質工学、酵素工学、動物細胞工学、生物化学工学、等）

	応募方法
	下記の記載要件をＡ４用紙1枚に記載の上、担当指導教員を通じて下記連絡先に送付
（注１）　1研究室につき、1名（博士課程（後期）在籍者、または、ポスドク研究者）
（注１）　YRA応募とは別に、参加申し込みをお願いいたします。

＜記載要件＞

氏名、身分、所属、連絡先（E-mail, Tel）、研究発表タイトル、

発表要旨（テンプレートを参照）

発表言語（日本語or英語）
<書式･様式は問わない>

	申し込み先
	京都大学大学院 薬学研究科 清水一憲
kshimizu@pharm.kyoto-u.ac.jp  Kazunori Shimizu, Kyoto University,

	選考方法
	　本シンポジウムでは、事前登録いただきました博士課程学生およびポスドク研究者の中から、博士課程学生5名（仮人数）、ポスドク研究者5名（仮人数）、を研究部会幹事の厳選な審査のもとに事前に絞らせていただき、2010年月6日18日（金曜日）までに事前通知をさせていただきます。
　事前通知を受理された方には、シンポジウム当日にご発表をお願いいたします。
　当日のシンポジウムでは発表者の中から、博士課程学生1名とポスドク研究者1名を、研究部会より「日本生物工学会セルプロセッシング計測評価研究部会　Young Researcher’s Award（和名：若手研究奨励賞)」として表彰いたします。
　なお、事前登録をいただいた方々の人数比に応じて、各発表人数は前後する場合がございます。


本シンポジウムは生物工学会若手会夏のセミナー2010との同時期の合同開催です。

ぜひとも、夏のセミナーにもご参加登録いただき、

若手研究者の交流にも参加いただけますようお願いいたします。
若手会夏のセミナー受付担当： 今中洋行（岡山大学） imanaka@cc.okayama-u.ac.jp
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